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CROSS-REFERENCE

† 弁護士予備軍や若手弁護士が，民事事件における相談，受任，民事訴訟の提起からその終了後に
至るまでの一連の手続において，時間の流れに沿ってひととおりの基本知識と実務知識を得られる
一冊です。

† 項目に通しのパラグラフ番号（§）を付すことにより，手続間の関係を相互に参照（＝クロスレファレ
ンス）できるように工夫しています。第2版でも番号（§）は変わっていません！

† 実務で出会う様々な問題や解決のためのヒント【実務の着眼】のほか【まとめ】【整理しておこう】
【更に考えてみよう】などのコラム記事やワンポイントアドバイスも豊富に盛り込んでいます。特に第
2版では，【実務の着眼】を70以上新設（倍増），大幅に拡充しています。

† 「用語索引」「条文索引」「判例索引」のほか，「テーマ索引」「【実務の着眼】索引」や複数の弁護士倫
理索引など，工夫を凝らして「７種の索引」にパワーアップしました。

† 第2版では，弁護士会の倫理研修の充実化が図られていることを受け，時間に沿った記述の中で，
状況ごとに弁護士倫理の解説や事例紹介を充実。本書一冊で殆どの弁護士倫理の分野をカバー
しています。また，家事事件手続法の施行に伴う対応を行いました。

† 学習書（＝実務講義）として，制度の理解を深めるための設問を多数盛り込んでいます（それに対す
る簡潔な回答又は案内も巻末付録にて記載）。
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京野　哲也 （きょうの・てつや）
弁護士／東京フィールド法律事務所
昭和56年　東京大学法学部卒業大手金融機関勤務を経て，
平成３年　弁護士登録（第一東京弁護士会所属／第43期）
平成20～22年度　司法研修所民事弁護教官
〔主な取扱分野〕
　・商法・会社法関連分野
　・金融・証券法，不動産関連法
　・その他民事紛争案件全般

著者プロフィール

目  次
第１編　民事弁護を学ぶにあたって

第２編　事案の相談から受任まで
第１　相談を受ける際に留意すべき事項／第２　受任の際の注
意事項／第３　訴訟前の交渉と事案の解決

第３編　訴訟前の活動（証拠収集と証拠の保全） 
第１　証拠収集／第２　民事保全

第４編　訴訟手続（その１）第一審における代理人の活動
第１　訴訟手続と代理人の活動の概観／第２　訴　　状／第３
　被告代理人の活動と答弁書／第４　準備書面（その１）／第５
　立証総論／第６　証拠調べ手続による立証／第７　証拠調べ
終了後の段階／第８　訴訟上の和解の意義と代理人の役割／第
９　簡易裁判所の訴訟手続の特徴とその利用

第５編　訴訟手続（その２）第一審後における代理人の活動
第１　一審判決後上訴までの間の代理人の活動／第２　控訴審
における代理人の活動／第３　上告審における代理人の活動

第６編　訴訟終了後の代理人の活動
第１　代理人の活動／第２　執行手続／第３　委任者との清算
及び記録の整理等

第７編　民事関係のその他の弁護士業務
第１　様々な弁護士業務とその拡大／第２　予防法務的弁護士
業務

第８編　弁護士倫理に関する補足説明
第１　弁護士倫理の内容／第２　懲戒手続と規範

付録と後注編
【付録１】　最近の主な制度改正とその施行時期／【付録２】　読
者の理解を深めるための質問に対する簡潔な《回答又は案内》 ／
【後　注】

索　　引
〔１〕用語索引／〔２〕テーマ索引／〔３〕【実務の着眼】索引／〔４〕
弁護士法・弁護士職務基本規程の条文索引／〔５〕弁護士にとって
果たすべき「義務」及び「禁止」・「制限」事項のまとめ／〔６〕条文索
引／〔７〕判例索引

筆者あとがき より

申
込
書

クロスレファレンス 民事実務講義　第2版 部
◎上記のとおり申し込みます。 平成　　年　　月　　日
御住所（〒　　　　─　　　　　）
 〔社費・公費・私費〕

御氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　TEL

e-mail ＠

（H26.12） 

キリトリ線

商品に関するご照会・お申し込みは フリーコール（通話料無料） Ｗｅｂ
サイト URL：http://gyosei.jp

B5判・定価(本体4,200円+税)送料460円　コード　5108108-00-000　民事実務講義2版

ISBN978─4─324─09908─7　コード 5108108─00─000　民事実務講義2版

本社　東京都中央区銀座7 ─ 4 ─ 12 〒104─0061
本部　東京都江東区新木場1─18─11〒136─8575
TEL：0120─953─431／FAX：0120─953─495

※お客様の個人情報は、契約の履行、弊社からの商品・サービスのご案内以外の目的には使用いたしません。
※送料は平成26年12月時点の料金です。 ●取扱者

URL：http://gyosei.jp

※メールによる新刊情報をご希望の方のみご記入ください。

　淡水と海水の入り交じる水域を「汽水域」といいます。講学と
して法律を学ぶ時期を，淡水で泳ぎを学ぶ段階とたとえるとす
るならば，ロースクール及び司法修習の時期は，荒波にもまれ
る実務の手前の，汽水域で泳ぎ方を学ぶ段階とたとえられるで
しょうか。本書は，その汽水域にある人たちのため，講学と実務
的な知識との橋渡しを行うとともに，荒波にもまれ始める若手
弁護士のためには，実務と講学を結びつけながら必要な知識
を再確認してもらおうという意図のもとに書き下ろしてみたも
のです。
　講学の過程で必要な「学習書」は，読んで理解していくことを
目的とするので，設例を掲げたりして分かりやすさを第一にし

なければなりません。一方でそれは，「必要な情報へアクセスし
にくい」ことを意味します。かたや，必要な情報(特に立法趣旨
や要件効果についての判例など)を一応漏れなくという姿勢で
体系的あるいは条文毎に記載した「体系書」やコンメンタール
は実務でも必要不可欠なものですが，このような本を一人で
読んで学ぶことには困難が伴います。この相反する要素を盛り
込むことは難しいことで，本書が成功しているとは到底いえな
いでしょうが，索引と相互レファレンスを活用することにより，
学習書であるとともに，実務で使える機能も一定程度果たせる
ことを期待しています。


